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行っている．第３章と同様に，ラット肝門の閉塞－解放による肝虚血－再灌流モデルにより in vivo で肝組
織バイアビリティ低下を誘発し，ヘムaa3酸化－還元変化の推定を行った結果，肝虚血時において，ヘムaa3
の相対値が有意に低下することが示され，本方法により in vivo 肝組織への酸素供給状態だけでなく細胞内
のミトコンドリアのエネルギーレベルも評価できる可能性が得られている． 
第５章では，in vivo肝組織の血行動態と組織形態変化由来の光散乱特性変化のイメージング法について述
べている．第３章および第４章で扱った方式は非侵襲的であるが，ファイバープローブを組織表面に接触さ
せる必要があり，広範囲な計測にはファイバープローブの走査が必要となる．臨床での使用を想定した場合，
組織バイアビリティを非接触かつ画像として捉えることが有用である．そこで，カラーカメラで計測した
RGB 画像から，拡散分光反射率に対する光伝搬モンテカルロ法と重回帰分析を利用して酸素化ヘモグロビ
ン，脱酸素化ヘモグロビン，光散乱特性を推定する新しい方法を開発している．ラット肝門の閉塞－解放に
よる肝虚血－再灌流モデルに対する実験から，反射型ファイバープローブで得られた結果と同様の変化が得
られることを確認している．また，虚血後の肝組織では，組織酸素飽和度や光散乱特性の変化に空間的な違
いを可視化することに成功している．これにより，肝組織のバイアビリティを非接触かつ選択的に把握でき
る可能性が得られている． 
第６章では，以上に述べた研究についてまとめるとともに，今後の行うべき研究の展望について述べてい
る．以上を要するに，本論文は生きた肝臓組織の生存能評価のための非侵襲計測法の発展に貢献する価値が
あり，博士（工学）の学位にふさわしいものと認められた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
